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山元　敏正

　当教室の目標は本学の理念でもでもある“良き臨床医師
の育成”であり，そのため，我々は当教室の伝統を引き継
ぎ，臨床，教育，研究活動をバランス良くおこなってきま
した．昨今の医療情勢から，臨床と教育に多くの時間が費
やされるようになり，研究活動を維持するには一屑の努力
が必要になってきています．しかしこのような厳しい状況
下にあっても研究を続けて行くことで，医局員には研究マ
インド（科学者の目）を身につけて欲しいと考えておりま
す．研究マインドは単に研究だけのためにあるのではあり
ません．曰常臨床で患者の訴えや症状に耳を傾け，病態を
考え，それらの解決法を探る中で研究マインドが活き，新
しい学術的発見に繫がるものと考えます．前回の教室紹介

（2014 年）から人事の変更があり，2019 年 3 月に荒木教授，
田村非常勤講師がそれぞれ定年を迎え，荒木は客員教授に
田村は短大の特任教授に就任しました．2018 年には大田，
瀬尾の 2 名が，2019 年には奥田，戸叶，横山の 3 名が，そ
れぞれ入局し，若い医局員で活気に満ちあふれております．
新専門医制度では内科専攻医において半年以上の外来研修
が義務化されておりますことから専攻医も上級医の指導の
もと外来デビューを果たしております．
　診療面では頭痛啓発活動の一環として頭痛教室を開催す
るなど中堅・若手を中心に新たな試みも始まっております．
　研究においては当科の伝統を継承して基礎研究と臨床研
究の両方を行っております．いずれもその成果が患者さん
に還元できるような研究課題を掲げて研究活動を実施して
います．
　前回の教室紹介以来，医局員の留学機会がないことから，
今後は以前のように，海外留学を経験してもらい，各研究
分野の最前線に立つ世界の研究者と親交を持ち，帰局後も
この経験を活かして世界的に通用する研究者になってくれ
ることが今後の課題です．
　以下に当研究室の主要な研究テーマについて簡単に紹介
します．

1）錐体外路系疾患に関する臨床研究
　錐体外路系疾患の臨床的特徴について注目し，症例報告
を中心に発表を行っていました．国内の多施設の共同研究
を行い，パーキンソン病と疲労，睡眠障害，頭痛に関する
研究結果を報告してきました．現在，大田，奥田を中心に
パーキンソン病の四肢随意運動に及ぼす dual task の影響を
解析しております．社会人大学院生の瀬尾はパーキンソン
病をはじめとする錐体外路症状を呈する変性疾患の脳機能
画像解析を行っており，文科省の科研費を獲得しています．
高橋はパーキンソン病の診療ガイドラインの委員に任命さ
れるとともに 2019 年 2 月に MDSJ の PD ナース研修会の
オーガナイザーをつとめました．
2）頭痛疾患に関する臨床研究
　伊藤は群発頭痛に対するナラトリプタンが有効であるこ
とを報告しました．また，現客員教授の荒木を研究代表者
に当科を含む全国 7 施設において薬剤使用過多による頭痛
に対する抑肝散の有効性に関して多施設共同研究を 2018 年
度まで AMED の委託研究として実施しました．現在，デー
タの解析中です．脳脊髄液減少症の病態解明に関しては
2016 年度より 3ヵ年にわたり AMED の委託研究として脳
脊髄液減少症における自律神経機能の関与に関して検討を
行いました．体位性頻脈症候群の起立性頭痛を訴える患者
群において低髄液圧の傾向があることならびにこれらの患
者群では髄液産生の指標である脳型トランスフェリンが健
常コントロールと差がないことを明らかにしました．光藤
は 2017 年度の日本脳脊髄液減少症研究会の会長を務めま
した．2019 年度から 3 年計画で研究の継続が認められてお
ります．現在，山元，荒木が頭痛学会の理事を拝命すると
ともに，慢性頭痛の診療ガイドラインの編集委員長に荒木
が編集委員に伊藤，光藤が任命されております．新しいガ
イドラインは 2020 年に発行される予定です．
3）発汗障害に関する臨床研究
　特に特発性後天性全身性無汗症の病態解明に関する臨床
研究を，中里を中心に行っています．中里は特発性後天性
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全身性無汗症の班研究の主要なメンバーとして活動してお
ります．特発性後天性全身性無汗症は，国の指定難病とな
り，全国から患者さんを紹介いただいており，ステロイド
パルス療法を中心とする治療を行っております．中里は
2017 年度に日本発汗学会の会長を務めるなど学会活動も
行っております．また，Fabry 病でも無汗で発見されるこ
とがあることから Fabry 病の診療も行っております．
4）各種疾患における自律神経機能の検討
　非観血的心拍・血圧連続測定装置，心拍変動のスペクト
ル解析，血漿カテコール測定，定量的軸索反射性発汗検査
を用いて各種疾患の自律神経機能検査を行っております．
現在，片頭痛患者における発作中の自律神経機能に関して
検討を行っております．2018 年に第 71 回日本自律神経学
会（荒木会長，山元副会長）が盛大に開催されました．
5）虚血性脳障害における脳保護療法に関する研究
　新たな脳保護作用のある薬の開発に向けて，伊藤，川崎
を中心にマウスにおける脳虚血・再灌流負荷時の脳内一酸
化窒素とヒドロキシラジカル代謝の検討を行っております．
近年では田中，北林の 2 名が学位を取得しております．田
中はメマンチンに，また，北林は漢方薬の抑肝散にそれぞ
れ脳保護作用が期待されることを見出しました．現在，川
崎がエダラボンの脳保護作用について検討を行っておりま
す．
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